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研究成果の概要（和文）：本研究では、申請者が独自に開発してきたマトリックス支援レーザー脱離イオン化
（MALDI）法を基盤とした超高感度生体内化合物分析技術を先鋭化し、創薬・医療におけるイノベーション創出
に資する革新的代謝解析トリニティ（三位一体）プラットフォームの創生を目的とする。「新規疾患関連因子の
発見につながる超高感度検出技術、スループットを飛躍的に高める技術、多種因子同時分析技術および見出され
た因子の同定技術」を三位一体で実現する技術開発を行い、早期診断や予後診断・適切な治療戦略判断を可能と
する疾病マーカー探索・同定プラットフォームの構築および創薬プロセスの加速化を実現する基盤技術を開発し
た。

研究成果の概要（英文）：A platform for biomarker discovery and diagnosis with multiple mass 
spectrometry (MS)-driven metabolite analytical platform were developed. This platform includes, 1. 
high-throughput metabolite analysis system, 2. spatiotemporally-resolved metabolite analysis system,
 and 3. standard-independent identification method of elemental composition for metabolite 
annotation. By accelerating interdisciplinary technical fusion in diverse biomedical redox-related 
research fields, substantial development of drug discovery tool, diagnostic methodology and 
instrument is in progress, and thus which lead to the establishment of new discipline of 
pathological metabolomics.

研究分野： 質量分析、メタボロミクス
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１．研究開始当初の背景 
現在、日本が直面する経済環境や少子高齢化
率を鑑みてこれらの状況（QOL）を変革する
科学技術イノベーションの創出が強く求め
られている。特に、創薬における成功率の向
上・迅速化・低コスト化による国際競争力の
向上、病態マーカー探索・分析に対するスル
ープットの向上、医療現場での適切かつ迅速
な治療戦略判断を可能とする簡便・高感度な
分析技術は、医療イノベーションにおけるキ
ーテクノロジーになるであろう。 
メタボロミクスはゲノムの物質的最終表現
型である代謝物を対象とするため、疾病マー
カー探索や創薬ターゲットの同定、疾病メカ
ニズム解明における重要性が強く指摘され
ている。近年メタボローム解析は技術として
も成熟期に入りつつあるが、分析基盤として
は GC-MS や LC-MS、CE-MS 等を用いた一
斉分析である。これらの手法は高い定量性・
再現性を持つ一方で、下記のような欠点も存
在する。 
① サンプル調製が煩雑かつ分析のスループ
ットが低いため、多検体の一斉解析が困難 
② 抽出により各分子の局在情報が失われて
しまうため、組織・個体全体に対して適応は
不可 
③ 標品の無い化合物は未知ピークとして放
置されているのが現状 
従って創薬・医療現場への応用を指向するメ
タボロミクスは新たなパラダイムシフトを
必要とする段階に来ている。 
 
２．研究の目的 
本研究では、申請者がこれまでに開発してき
たマトリックス支援レーザー脱離イオン化
（MALDI）法を基盤とした超高感度生体内
化合物分析技術を先鋭化することで、創薬・
医療におけるイノベーション創出に資する
革新的代謝プロファイリングプラットフォ
ームの基盤形成を目的とする。具体的には、
「体液サンプルを用いた超ハイスループッ
ト代謝プロファイリング技術」、「空間情報を
保持した疾病マーカー探索技術」、「標品非依
存的代謝物同定技術」に関する技術開発を進
め、早期診断や予後診断および適切な治療戦
略の判断を可能とする疾病マーカー探索・同
定プラットフォームの構築および創薬プロ
セスの加速化を実現する基盤技術の創生を
目指す。 
 
３．研究の方法 
本申請では、疾患を反映する生体内化合物に

対する超高速分析・空間分布情報の付与・標
品非依存的同定を三位一体で実現できる革
新的プラットフォームを構築し、創薬・診断
プロセスの加速化に寄与する基盤技術の創
生を目指す。要素技術として下記 3点を挙げ
た。 
①「体液サンプルを用いた超ハイスループッ
ト代謝プロファイリング技術」 
②「空間分布情報を保持した疾病マーカー探
索技術」 
③「標品非依存的代謝物同定技術」 
 
４．研究成果 
①「体液サンプルを用いた超ハイスループッ
ト代謝プロファイリング技術」 
これまでに、申請者らは数十～数百細胞を用い
て高い再現性（RSD10%以内）・定量性（R2>0.99）
で運用可能な超高速代謝プロファイリング技術
（サンプル調製 1 分、１検体の分析時間 15 秒、
1536 wellプレートを一斉分析可能）の開発に成
功した（Anal. Chem. 2010a）。本技術を用いる事
で、抗がん剤の種類によって代謝応答が異なる
事を短時間で見分けることが出来ること、細胞内
で起こる代謝変動を秒スケールの時間分解能で
追跡し得ること、また外的摂動が異なる際にはそ
の代謝ネットワークに共通性（普遍性）と特異性
を持つことを明らかとすることに成功した（Mol. 
Biosyst. 2015）。さらに、分析・データ解析法より
精度良く簡便に行える分析プラットフォームの構
築を完了した（Sci. Rep. 2017）。 
②「空間分布情報を保持した疾病マーカー探
索技術」 
MALDI-MS は固体表面にレーザーを照射す
ることで試料表面の分子をイオン化し質量
分析を行う技術である。この特性を生かした
質量分析イメージングに関する技術開発が
世界中で盛んに行われている。しかしながら、
既存の研究例では汎用マトリックスを用い
て「見えるもの」だけを分析した結果がほと
んどであり、骨格タンパク質や脂質など組織
中に豊富に存在する分子の定性的分布観察
に留まっていた。疾病を反映するマーカー探
索には中心代謝系分子をターゲットとした
空間情報を有する代謝情報が不可欠である
と考えた。そこで、上記 1.にて開発した技術
およびノウハウを質量分析イメージングに
適用することで、世界に先駆けてメタボロー
ムに時空間分解情報を付与し、疾病動物モデ
ルを用いて組織内微小領域における代謝動
態を明らかとする事に成功した（Sci. Rep. 
2016, Anal. Bioanal. Chem. 2017, Biochem. 
Biophys. Res. Commun. 2018）。さらに、九州



大学病院および医学部第一外科と共同で 100
以上のヒト臨床サンプルを用いた疾病マー
カー探索を進めており、新規腫瘍マーカー候
補の同定に成功した（論文投稿中）。 
③「標品非依存的代謝物同定技術」 
質量分析ではスペクトル上で検出したピー
クから化合物の同定が必須となるが、
MALDI-MS にて得られるデータは一次元
（m/z 情報のみ）であり、化合物の同定は困
難を極めた。そこで我々は、超高分解能質量
分析により 13C・15N・18O・34S 由来の同位
体ピークを定量的に測定することで、スペク
トル情報から一義的に化合物の組成式を決
定できる測定法の開発に成功した（Anal. 
Chim. Acta  (2014)）。 
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